














































纖奶. 


♦ご使用前に、この r 安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

♦ここに示したま意事項は、ミシンを安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害 
をホがに防止ずるためのちのです。いずれもま全に関ずる重要な内容ですので、必ず守ってください。 
♦お読みになった後は、お使いじなる方がいつでも見られるところに保管してください。 

♦このミシンは、日本国内向け家庭巧でず 。 FOR USE IN JAPAN ONLY . 


絵表示の例 


A 

A 記号は、を告-を意を促ず内容があることを告げるものです。 

図の中には具体的な注意巧容（左.図の場合は一般的なを意）が描かれています。 

W の記号は、禁止の巧為であるこどを尝げるものです。 

W 圓の中には具体的なを意内容（左図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 

〇 

〇記号は、行為を強制したり、指示したりずる内容を告げるものです。 

國の中には具体的なを意内容（左國の場合は一般的な強制）が描かれています。 


A 藝告感逗•义災の恐れがあります。 

A —般家庭用交流霉源100 V でご使巧くだ 
W さぃ。 

下のよクな時は、逗源スイッチを切り霉源プラグを 

引きあいてください。 み％、 

•ミシンのそばを難れるときがホ 

. ミシンを使用したぁと 於嗎 


A を意感電‘义が‘けがの原 S とな LJ まず。 

お客様自身での分解はしないで<ださい。 

嫂 

A ミシン操作時は、面板などのカバー類を閉じてくた‘ 
W さぃ。 

A お子様がご使巧になるときや、お子様~ 1 
V の近くでご使馬される時は、特に j 

安全じを意してください。 鱗^ 

^ ミシンの操作中は、針から目を離さないようにし、 
針.はずみ車•天びんなどずベての動いている都分 
し手をおづけないで-さい。 

下のことをずるときには、逼源スイッチを切って 
V ください。 

•針.針板•押え.アク、ソチメントを交換ずるとき 

•上糸•下糸をセットするとき 

•ランプを交換ずるとき（ランプがぶえてから巧っ 

• 裳競人れを /!傷跋 

^ r \ 縫製中に布を無理に引っ張ったり、巧したりしな 
^いで<ださい。 

陪止】 

〇ミシンに trF の異常があるときは、速やかに使巧を 
停止し、お買い上げの販売店にて点検•修理-調整 
をお受け < ださい。 

. 正常に作動しないとき 

-水に涌れたとき 

• 落下などによりお損したとき 

. 異常な臭い.音がするとき 

• 電源コード.プラグ類が破損、劣化したとき 

A ながった針はご使用じならないでく XXX 

じゾださぃ。 / / / 

【禁止】 し// 

A 針及び押さえは、確実に固定してください。 

V 交、押さえは、めいに合ったものをご使巧ください。 


X 化様及ひ タト 観は改良のため予告なく変更することがありますのでご了承 < ださい。 






♦さ■部のをまス . 

♦おとり扱いにっいてのお願い 

♦押えと早見板 . 

•ル物入れ . 

♦標準が属品 . 

作をおぼえましょラ： ） 

♦電源のっなぎ方 . 

• スタート•スト、ソプボタン... 

♦速さの調節のし方 . 

•照明ランプ . 

•補助 テーブル . 

• ド□ップレバー . 

♦押え圧ダイヤル . 

♦押え上げ . 

•巧えのはずし方、っけ方 ....... 

♦ボビンのとり化し方 . 

♦糸こまのとりっけ方 . 

•ボピンに下糸を巻くには ....... 

•ボビンをかまに人れるじは.. 

♦上糸を掛けるには . 

♦下糸を引きあげるには . 

♦糸謂すを出ずには . 

♦巧と糸と針の関係 . 

♦針のはずし方、っけ方 . 

♦模様選がダイヤル . 

♦送りダイヤル . 

♦返し縫い レバー . 

♦直綜縫い . 

★ 縫いはじめ . 

★縫い方向をかえる . 

女縫いおわりと糸の切りち…… 
♦ジグザグ縫ぃ . 

广実用絳いいろいろ） 

♦ジグザグ縫い裁ち目かがり.. 

♦かがり縫いステッチ . 

•兰重縫い . 

参トリコットステ、ソチ . 

♦永タン巧かが y . 

♦な人りボタン巧かがり . 

参ボクンつけ . 

♦ファスナーつけ . 

♦ < け縫い . 

♦兰っ巻き縫い . 

( :応用链いしちいろ） 

♦スーパー模様縫い . 

• スーパー 模様の形の整え方., 

♦密着模様縫い . 

♦スモッキング . 

♦キルティング . 

• ピンタック . 

参シェルタック . 

♦ファゴティング . 

♦アップリケ . 

• パ、ソチワーク . 

( fs シンの手又れと調整つ 

•かまの掃除 . 


22333 33334444455566777788888889 99日0011233 4444巧巧巧巧哈 W 
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•を雜のをまえ 

1. 返し縫いレバー 

2. 模様達択ダイヤル 

3. 送りダイヤル 

4. スピードコント□ールつまみ 

5. ボビン押え 
目.糸卷き軸 
ス糸こま巧え 

8. 天板 

9. 早見板 

10. 巧え圧ダイヤル 

11. 糸調子ダイヤル 

12. 面板 

13. 糸案内 

14. 糸切 U 

15. 照明ランプ 

16. 針板 

17. すペリ板 

18. 補助テーブル 

19. スタート•ストップボタン 



20. 天びん 

21. 手さげ八ンドル 

22. はずみ車 

23. クラッチつまみ 

24. 送り調節ねじ 

25. プラグ受け 


26. 霉源スイッチ 

27. 押え上げ 

28. 封止めねじ 

29. 押えホルダー 

30. フリーアーム 

31. ドロップ レバー 



おとりあいについてのお願い 


◊ご使用の前に 

①ほこりやななどで、めう布をミちさないように、使 
う前に乾し、たやわらかいおでよくふいてくださし、。 
③シンナ ー. ペンジン.ミガキ粉は絶対に使用しな 
いでくださし、。 得でューん 



◊いつまでもごを用いただくために 

①長時聞日光に当てないでください。 

感湿気やほこりの多いところはさけてください。 

感巧としたり、ぶつけるなど衝擊を与えないでくだ 

さぃ。，ふ.边一^を氣 




〇修理•調整についてのご案内 

乃一不調になったり故障を生じたときは、 

「ミシンの調子が悪いときの直し方」 （17 〜18ぺージ) 
により点お.調整を巧ってください。 






> 押えと早見板 


•ル物入れ 


がとがケース 


し(繳 )— G < 严、押え 



B ポタンホール巧え 


A 基本が义 




D 兰;つ曾き押元 



C 裁ち目 
かがり押え 



E ファスナー拌え 


ミシンのセツトや 
押えを使巧すると 
きじは、早見板を 
利用されると便利 
です。 


ル物入れは、標準ほ厲品等を 
収納するためじ使います。 


>標準が属品 

資資 

資資 


補助糸なて巧 


糸こま押え（ル） 


フェルト 


リツ パー 



ねじまわし 



5シンブラシ 


八ンディー糸通し 
(説明まがき） 


•電源のつなぎち 


③ 

電源スイッチ 



コンセント 



©プラグ 


②電源プラグ 


プラグ受け い 

①電源スイッチを「切」にして、プラグをプラグ受けに 
差し込みまず。 

⑦電源プラグをコンセントに差し込みます。 

③スイッチを「入」にします。 

※電源は一般家庭用 lOOV 50/60 HZ です。 

※ミシンを使わないときは、霉源プラグを抜いてください。 

垂スタート-ストップボタン 


ボタンを押すと、ゆつ < り動きだし 
スピードコント □— ルつまみでセツ 
卜した速さで動きはじめます。 



参速さの謂第のし方 


ゆ^ 


高 

速 

I が 


ミシンのスピードは、スピードコント□ールつまみで謂 
節しまず。 

低速（ゆっくり）から高速（はやい）まで自由にセットで 
きま寸ので、お巧みの速さにセットしてください。 


♦照明ランプ 


照巧ランプスイッチ 



お巧ランブ 


<つけ方、消し方> 

面おをひらいて、 スイ、ソチつ 
まみをまわしまず。 

こ <巧巧ランプのとりかえ方> 

はずすとき . 左へまわず 

つけるとき . ちへまわず 

一 

《照明ランプのとりかえは、ち 
漏プラグを抜いてから巧なっ 
てください。 





















ず。 



♦押え圧ダイヤル 


♦補助テーブル 


補助テーフル 




<はずし方> 

補助テーブルの下側 
にまをかけて持ちあ 
げまず。 


<つけ方> 

ベースのみダに補助 
テーブルの定を合わ 
せてのせ、上から輕 
く押します。 


ぺースのみぞ 


巧助テーブルの足 


巧え上げ 













♦ボビンのとりおし方 


♦糸こまのとりつけ方 




糸立て棒を輕くおこし 
糸の端が向こう側じ化 
るようにして糸こまを 
人れます。 

糸こま巧えで糸こまを 
おさえたら、糸立て择 
をちとに戻しまず。 


※補助糸立て椅を使う 
ときは、とりつけ巧 
に立てて、糸こまを 
とりつけます。 



•ボビンに下糸をき < には 



① クラッチつまみを引き出します。 

② 糸こまか6引き化した糸を、天板糸菓的に押し 
つけるよろにして、掛けまず。 

③ 糸巻き糸案内に糸を掛けまず。 

④ ボビンの巧に巧側からネを通し.糸巻き軸にさ 
しこみまず。 

⑥ボビンを、ポビン押えの方に押しつけまず。 

※糸巻き軸の移動は、必ずミシンを止めてから巧 
なって < ださい。 

⑥糸の端をつまんだまま、ミシンを動かしてポビ 
ンに糸を巻きはじめまず。ポビンに糸が兰重ぐ 
らい巻きついたら、いったんミシンを止めて糸 
を切 y まず C 

②ふたたびミシンを動かして、糸を巻きおねった 
•らボビンをちとに房し、糸巻き軸よりはずして 
糸を切りまず。 

⑨クラッチつまみを巧しこみまず。 




参ボビンをかまに入れるには 



①糸の端を矢な!方向じ 
化し、ポビンをかま 
じ人れまず。 



③糸を左側のみぞ（日） 
に掛けるようじして 
向こう側じ化します。 


在例のみぞ f 己 J 



一■を前のれぞ 
\ ( A ) 


②糸の端を引きながら 
手前のみぞ ( A ) に掛 
け，さらに糸を引い 
て，みぞの外側とば 
ねの固を、左へ移動 
させます。 



④下糸を 10 cm くらい引 
き化して、すべりネ反 
をしめまず。 


•上糸を掛けるには 



か||做 




師 I 





巧え上げをあげ、天びんが最上部 

じあるのを確かめて、糸こまを巧 

えなが6、正し<糸を掛けてくだ 

さい。 

①糸こまから引き化した糸を、下 
じ押しこむようじして.天板糸 
案内に掛けます。 

③糸を指先で輕く巧え.天板糸掛 
けの下に巻きつけるようにして 
掛け、糸窠內板にそっておろし 
まず。 

③糸案内の下をまわして、ち上に 
引きあげます。 

贫天びんに.左からうしろへまね 
してち手前に化し.まっずぐ下 
におろします。 

适，糸掛け（上)じちからをに掛けま 
す。 

ぶ糸热け（下）じ左からちに掛けま 
す。 

ゆ針棒糸がけに左から掛けます。 

⑥針に糸を、手前から向こう側に 
通します。 

《巧属①糸通し器をご症南 < ださし、。 


- 6 - 




下糸を引きあげるには 


♦糸調子を出すには 




①押え上げをあげ、左手 
で上糸の端をつまんで， 
ややゆるめて持ちます。 


②ち手ではずみ車を手前 
にまわし，針をいった 
んさげて、あげまず。 
天びんが最上部にきた 
ら、上糸を輕く引<と 
下糸の輪が引き化され 
まず。 


③上糸と下糸を、押えの 
下から向こラ側に1日 cm 
ほど引き化して，そろ 
えておきます。 


素材サ縫いちじよって、糸謂子ダイヤルをまわして調 
整しまず。 

糸調子が正しく謂整されていないと、縫い目がきたな 
くなり.巧にしわがよったり、糸が切れたりします。 


直,祿おいの 
正しい糸調子 




上糸と下糸が布のほぼ中央 
で，まじわります。 


布の上に下糸が化ます。 

— ゎせ 

上糸調子を f=^ff 夕 

菊めまず ドし 


布の下に上糸が出ます。 


上糸調子を 
強めます 



布と糸と針の閱係 


巧に適した糸と針の目安 



クレープ.デシン.ボ細手絹糸 
うすい巧 イル. D — ン.才ーガ細手媒糸 

ンジ ー. ジョーゼット（細手化據糸） 



普通ちめん，ピケ. 
奋 a の巧 サージ.その他一般 
服地 


w い巧 


デニム、ツイード. 
ギヤパジン.コート地 


お糸加番 
お糸如を~8〇番 
(化が糸加番〜60を） 

紹糸50番 
お糸40〜50番 
(化煤糸40ま〜加蕃） 


※一般じ、うずい布には細い糸と細い針を、厚い布には太い 
糸と太い針を使用しまず。 

この表を目安に、糸と針を違び、試し縫いをして確かめて 
<ださい。 

※原則として、上糸と下糸は、同じものを使用し.てください。 

※イ申 縮性のある布（ジ ャー ジー' トリコット）や目のとびや 
すい巧地などには、ブルー封■を使用すると効果がありまず。 


参針のはずしち、つけち 



向向が M 5 
けこ6 H 5 
るぅな- 
側面 - 
にを I 




① 封■止めねじを手前にまねし 
てゆるめまず。 

② がをはずします。 

④ ⑦ 針の巧の平らな面を向こう 

しめる 側じ向けて.針止めじさし 

こみ、奧いっぱいじ、ピン 
か S にあたるまで入れまず。 

① ④針止めねじを、向こう側じ 

まわして、かた<しめます。 


<おの選び方> 

■針の太さを示す番号は、柄 
じ表示してありまず。 

数字が大き < なれば太くな 
リまず。 

■ブルー針は、柄の部分が青 
ををしていまず。 

※がの全体が曲がってしまっ 
たものや、舒先がつぶれた 
り曲がったりしたちのは， 
使巧しないで < ださい。 


— / 






直綜縫い 



★ないはじめ 

糸と巧を左手で押え、 
はずみ車を手前にまね 
して、縫いはじめの位 
置にがをさしまず。巧 
え上げをさげて、ゆつ 
くリ链いはじめまず。 


《おいはじめのほつれ止めは，返しないレバ—を押しな 
がら数針おしおいをしまず。 






女ないち向をかえる 

ミシンを止め、針を布に 
さしたままで押え上げを 
あげ、布をまねしておい 
方巧をかえまず。 


★ないおわりと糸の切り方 

あし縫いレパーを押しな 
がら数針返し潑いをしま 
す。 

巧え上げをあげて、布を 
向こう1則に静かに引き化 
しま.ず。 

糸切りで糸を切ります。 


f 



針を最上部にあげて模様選択ダイヤルをまわし、縫し、 
目を運びます。 

※針をさげたままで、模な凄択ダイヤルをまねすと、 
封■が®がったり，がれたりする原因になりまず。 




•2^ りダイヤル 



送りダイヤルをまわして、縫 
い目のあらさをセツトします< 


模樣遠択ダイヤルを直お縫い 
じ合わせておいて，送 y ダイ 
ヤルをまわずと，送り（緩い 
目のあらさ）.は、図のようじ 
変化しまず。 


•^居し縫ぃレバ- 



返し縫いレパーを押している 
間は、あし縫いをし.指をは 
なすと；前進縫いにちどりま 
す。 


模樣選がダイヤル 


















ジグザグ縫い 


<セツトのめやす> 


糸調子グイヤル . 

2~5 


K L M N 

模様還がダイヤル . 

…… 

送 U グイヤル . 


巧 え . 

…… m< 


A 碁本巧え 




《ジグザグ縫いの糸調子》 

ジグザグ縫いの糸調子は、 
布の裏側に上糸が少し化る 
くらいに調節します。 

模様還択ダイヤルで纔 
い目の巿を、送リダイ 
ヤルで縫い目のあ6さ 
を調節して縫います。 


じ;グザグ縫い裁ち目かがり 


か、がり縫いステッチ 


{セツトのめやす> 


糸調子ダイヤル . 

. 標準〜 7 


K 

模お選がグイヤル . 

. く（ジグザグ m 最大） 

送りダイヤル . 

. 1 〜 2 

巧 え . 

. r^i 


C 裁ち目かがり巧え 


/ 

<セツトのめやす> 

- - 

糸調子ダイトル . 

. 標準〜7 


D 

模様選がグイヤル . 

……………^ 

押 え . 

. 


C 裁ち目かがり巧え 

※をりダイヤルの操作は必要ありません。 

V - - --- 



巧端を裁ち目かがり押 
えのガイドにあてて纔 
います。 


※目のとびやすい俾縮性の巧や、目のつんだ巧には、ブ 
ルー針を使用すると劾栗があります。 
















★直線兰重縫い 「嫁 

補強縫い、飾り縫いとして使います。 

古ジグザグ S 重縫い | yvm > A / v \ 

飾り縫いに使いま寸。 

※巧が前後しますので、縫い目がまがらないよラにを意 
して縫います。 

※目のとびやすい俾縮性の巧や目のつんだ布には、フル 
—針を使南するとタカ菓がありまず。 


. ぃ . _ *aaaaa ハ ハ ハ ,、, 

縫い吕 、 v ' V V V V V V V V V ' 

この総い目で布のヘリをかがると、巧のほつれ止めや' 
かえり防止に効果があります。また、イ牵びやすい巧どう 
しのはぎ合わせにも活用できます。 


※目のとびやすい巧縮性の巧や目のつんだ布には.ブル 
—針を使用ずると効果があります。 


参ボタン穴かがり 



•巧ないあらい 
巧い目絲い吕 
し巧巧用)(厚な用） 


※礎うものと同じ巧で、試し 
捲いをして.確かめてから 
纔ってください。 

※伸縮性のある巧じは.巧の 
裏にがびじくいな地をはっ 
てください。 

※ポタン巧の位置と大きさを 
チャコでしるしをつけてく 
ださい。 



m 

m 

ffl 

m 




《縫ぃち》 

① 讓 E を選びます。稀1 
上糸.下糸を在横へ 10 cm 

ほど引き化しておき、’總 
いはじめの位置 （ A 点）に 
針をさして押え上げをボ 上^^"^^ 
ろし、を側を必要な長さ ク;^下糸 

( B 点）まで縫います。 ク 

② 封•をあげて模様回を選び' かんめきを已針 
くらい （ C 点まで)総い、ミシンを止めます。 

③ 針をあげて，模様团を選び、左側と同じ長 
さ （ D 点）まで縫い、ミシンを止めます。 

④ 針をあげて、模様回を違び、かんめきを5 
針く 6い （ E 点まで)縫ったら.ミシンを止め 
て、布から針をあげまず。押え上げをあげて 
布を引き化し、上糸-下糸を 1 0 cm くらい巧し 
て切ります。下糸を引いて上糸を巧の裏に引 
き化し、上糸と下糸をむすびまず。 

のかんめきの内側にまち針を縫いさし’リツパ 
—て•かがった糸を切らないよろに中央部かを 
切りひらきます。 


送 U タイヤル 
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•お入りボタン穴かがり 


<セツトのめやす> 

糸調すダイトル…… 
模様遺択タイヤル… 
送りダイヤル . 

巧 え . 


.….1 〜標準 

.….[[-日-卜日 

•…- 0.3 .〜 の範卸） 

… - = 过 (K 

B ボタンホール巧え 



①模様 E を選びます。 

上糸と下糸を横に引き出 
してそろえまず。 

な糸の輪を押えの後ろ側 
じあるつのに掛け、巧え 
の下から手前に、平行に 
なるようじ引き化します。 
縫いはじめの位置に針を 
さし、押え上げをさげま 


ず。 



③な糸を軽くホ面に押し 
つけなが6縫いまず。 
縫い方は，10ページを 
参照してください。 



③左側のな糸を引いてた 
るみをな<し、余分な 
な糸を切ります。 




•ボタンつけ 


<七ットのめやす> 

糸謂すダイヤル…… 

横な選がダイヤル… 
ド□"ノブレバー…… 
巧 え . 


標準〜7 
K 


※ポタンの巧の 
のじ合わせる 


--1 


(を y 画を 
さげる） 


畳巧 


B ボタンホール押え 

※ぶりダイヤルの操作は必要ありません。 



①はずみ車を手前にまねし 
て、針が在じきたときポ 
タンの’左の巧におりるよ 
うにしまず。 


ポタンの左ちの巧が真横 
に<るようじして巧え上 
げをさげます。 



上糸 



② 押えの中央にまち針をの 
せ、はずみ車を手前にま 
わして針が左ちの穴にお 
りることを確かめます。 
10針くらい縫ったら、上 
糸-下糸を2日 cm くらし、残 
して切 U ます。 

※縫いはじめの上糸と下糸 
は、はさみで切り巧って 
ください。 

③ 上糸をポタンと布の圍に 
引き化してか6,上糸を 
強<引いて下糸をボタン 
と布の閣に引き化し，上 
糸と下糸を浮かせた足の 
部分にそれぞれ反対方向 
じ数◎巻きつけて結びま 
す。 

※纔いおわったら、ド□ッ 
プ レバーを をに戻して送 
り館をあげます。 












ライ グー 
•0-3 抑 


上の巧の纔いしろを縫い目 
の線で巧 U おしまず。下の 
布の縫いしろは、フアスナ 
一の台ホがか <れるようじ. 
後布の総いしろを化来あが 
り印!から 0.2 〜 0.3 cm 持ち化 
しまず。さ6に、巧り止!を. 
ファスナーのむしのきねに 
のせます。 


《ファスナー押えのつけ方》 



押えの後ろのピンを押 指で輯<ささえががら 
えホルダーの後ろのみ 静かに巧え上げをさげ 
ぞじ掛けまず。 ます。 









《縫いち》 

①押えのピンのちを押え 
ホルダーじと U つけま 
す。縫いはじめの位置 
じ針をさし、巧え上げ 
をさげて縫いまず。 


② 巧えがスライダーにあ 
たる手前で、ミシンを 
止めます。 

はダみ車をまわして封 
をさげ、巧え上げをあ 
げまず。スライダー.を 
押えの向こク側にずら 
し，押え上げをさげて 
残りを縫います。 

③ スライダーをとじ、布 
をひ6いて、表にしま 

.す。 



•を押えのピンのをを押え 
ホルダーにつけかえ' 
布の上から押えの裏の 
みぞじフ アスナー のむ 
しをあてて縫います。 
巧えがスライダーじあ 
たる手前でミシンを止 
め.針を布じさしたま 
まで巧え上げをあげて、 
しつけ糸をほどきます。 



をスライダーを押えの向 
こう側にずらし.押え 
上げをさげて残りを総 
います。 









くけ縫い 


{セツトのめやす> 

糸謂子ダイ中ル…… 
模樣遲がダイヤル… 

送りダイヤル . 

押 え . 


1〜標準 
F 


1〜3 


誠 


G くけない巧え 


<布のおりち> 

うずい巧.普通の布の塌合 0.47^0.? 抓かたい巧,巧い巧の巧さ 0.4-0 刀饥 



裁ち目かがり 


<ガイドのさわせ方> 




①舒が左じきたとき. 
わずかに折り山をさ 
すようじ巧を置いて 
巧え上げをさけ‘ます。 



③ガイドねじをまわし 
て、ガイドを巧 U 山 
じ合わせ，がが巧り 
山からはずれないよ 
うじ緩いまず。 


つ巻き縫い 


{セツトのめやず> 

糸調すダイトル . 

. 標準〜6 

J 

( 

模巧化択タイでル . 

ご乂 1 1 M ^ X-i II . 

J 

1 

. 1 ら /I 

はソタイでル . 

巧 え . 

1 • 。〜 H 

. 


D 云つ巻き巧え 


V_/ 


《链い方》 

ぶ布端の長さ約6抓を.約日. 3 cm の巾で2度お 
U まげまず。 

を縫いはじめの部分に針をさし、巧え上げをさ 
げます。 

な)上糸と下糸をそろえて向こう側じ引きながら、 
巧端と巧えのガイドを合わせて1〜 2 cm . 權し、 
ます。 

④はずみ車をまわして針をさし、押え上げをあ 
げて巧りまげた巧の部分を押えのラずの中に 
巻きこみます。 
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スーパー模様縫い 


( 

<セツトのめやす> 

■ \ 

糸調子ダイヤル . 

. 1〜標準 


A C D E 

模様選がダイヤル . 

…………. im 

巧 え . 

. m < 


A 暮ネ押え 

※ぶ y ダイヤルの操作はお要ありません。 


1 


ホが前後ずるので、 
総い目がまがらない 
よラじを意して縫い 
ます。 




•模様のおの整え方 



なり韵節 
ねじ 


梧準指示 マークーづ J 
指示線< 


培様がつまっているとき 


巧の種類、枚数.縫いの速 
さなどじよっては、模様の 
形が<ずれる場合ちありま 
ず。実際に縫うときと同じ 
を件で試し链いをしなが6 
送り調節ねじでつぎのよう 
にレて調節してください。 

※標準指示マークと指示線 
が一致する位置が、模様 
を正し<縫える目安の位 
置です。 


巧ミが整う。 


送 y 調節ねじを 
「+ J の方向じま 
ねす。 


括巧がかびているとき 


形び堅ウ C 


送 y 翻がねじを 
「一 J の方向にま 
ねす。 


♦密着模樣縫い 


グ 

{セツ トのめやす》 

1 

糸謂すグイヤル . 

. 1〜標準 


〇 P Q R 

模様還がダイヤル . 


送りタイヤル . 

.0.5-1 

押 え . 

. 1 3ピ 


A 基本巧え J 


m 


※布が縮むときは、 
下に紙を敷いて權 
うと.きれいに仕 
上がります。 


スモツキング 


{七ットのめやす） 

糸調子タイヤル . 

模様選がグイヤル . 


巧 元 • 


.1 〜標準 
巨 C 


A 基本押え 


※ぷリダイヤルの操作は必要ありません。_ 1 

f ①上糸調子を弱<して 

縫い目のあらさ日.3 
了一^ 〜 0.4 cm の直線を，1 

/ cm の間か < で数本総 

-— ③上糸と下糸を巧の片 

側で結び、反対側か 
ら下糸を引いて、ひ 
\ \\ \ \ / だをよ世、上糸と下 

こ^糸を結びます。 

③直線縫いの糸と糸の 
一一 閣に模様縫いをして 

//// M \ V から、直線纔ぃの糸 

いい t \ \ \\ を抜きとります。 
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キルティング 


ピンタック 




キルター 
止めねじ 


キ キルタ- 

こ"‘ 


链い目の 
商かく \ 


キルター止めねじをゆる 
めて、キルターけ奉定規） 
を、とりつけ巧に入れ、 
総い目の間かくに合わせ 
て、止めねじをしめまず。 


キルターは、前に撥った 
縫い目をたどるのに使い 
ます。 





①はずみ車を手前に 
まわして、針が巧 
り山より 0.1 〜 0.2 
抓内側におりるよ 
うに布を置いて、 

ピ押え上げをおろし 
ガィド まず。 

一巧 y 山 

③ガイドねじをまわ 
して，ガイドを巧 
り山に合わせ、縫 
/ います。 


参シェルタック 


ゴティング 



※糸調すは、試し緩いをして、シェルタックの山がきれ 
いじ出るようじ調節します。 

J , ①うず手の巧をバイアスに2 

I つが y じし、ち側を輪(ね） 

^ ..、 にして押えの下におきます。 

¥ ..冷 はずみ車を手前にまわして 
封•が右にきたとき，布端ぎ 
が J 山 りぎりの外側におりるよう 

にして縫いまず。 

②布を開いて、タックされた 
山をアイ□ンで片側にたお 
します。 



0.3 〜日 .4 帥 おける 


①巧端と布端の園かく 
を 0.3 〜 0.4 cm あけて> 
裏じあて紙をします。 
③巧の表から、間かく 
一/ の中央を中んにして 

あて紙縫いまず。 

③あて紙をとります。 
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— 



アップリケホが、針のを 
じくるよラじして，ふち 
を縫います。 

※急巧度のところで向き 
をかえるときは、針を 
アップリケ巧のタト側に 
さしたままでかえると、 
きれいに仕上がりまず。 
※縫いおわった6、巧え 
圧ダイヤルを「3」に 
戻してくださし、。 


布を中表に合わせ、地 
縫いをして、縫いしろ 
を割 U ます。 

布の表から.地!!いの 
線を中ムじして縫いま 
ず。 



使用後は、ゆきとどいたま人れをして、ミシンをいつも謂子よくお使いください。 

※ま入れのときじは.計をあげて、コンセントから電源プラグをおいてください。 

♦かまの掃徐 ♦かまの分解 

①すべりそ反の手前を押しな 

シ^^: S 器 : す领を 






② ポビンをとり化し糸くず 
サ、ほこリを、ブラシで 
掃膝しまず。 

※ブラシで掃除しにくい乾 
いた糸くずやほこりは、 
電気掃除機などでのいと 
ってください。 

③ ポビンを人れまず。 

.④すペリ板をのせ矢巧のち 
向へ押して、つけまず。 


①針と押えをはダしま 
す。針板しめねじを 
はずし、針板をはず 
します。 



②ボビンをとり化しま 
ず。 



③巧がまの手前を上に 
引きなが6はずしま 
す。 












参かまと送り類の婦瞧 


♦かまの組立て 





①をり賴のごみを、 
ブラシで手前に巧 
とし、さら(こタトが 
まを掃踪します。 


③外がまの中央部を 
布切れで輕<ふき 
まず。 


③巧がまを、ブラシ 
で掃隐し布切れで 
輕くふきまず。 



兰角マークを- 
合むだる > 



か献イド 
ビン 




丢十板の巧 



①王角マークををわせ、 
内がまの凸部が回範 
止めの左側に乂るよ 
うじ.巧がまをとり 
つけます。 


◎転化め 
巧ヴま凸部 

針板方イド③ボビンを入れまず。 
/ピン 


金做の巧 


③2か所の針板ガイド 
ピンにがおの穴を合 
わせて、しめねじを 
しめます。 

※手入れがおわったら、 
忘れずに針と巧えを 
つけてください。 


•ミシンの調子が悪いときの直し方 


調子がおいとき 


巧い目がとぶ< 


ない目がしわじなる。 


链い目に巧ができる。 


巧送りがラまくいかない。 


さが富い。 


その原因 


1. 針のつけかたがまちがっているか、封がまがっている。 

2. 布に対して針や糸が細すぎるか太ずぎる。 

3. 伸縮'性のある巧や目のつんだ布にブルー針■を使っていない。 

4. 上糸の掛けかたがまちがっている。 

5. 巧え圧が弱い。 

1. 上糸の調子が強すぎる。 

2. 巧え圧が合っていない。 

3. 布に対して総い目が細かすぎるか、あらすぎる。 

4. 上糸-下糸の掛けかたがまちがっていたり、糸が必要じ(タト 
のところじか6みついている。 


1. 上糸の調子が合っていない。 

2. 布に対して針や糸が細すぎるか太ずぎる。 

3. 上糸やて糸の掛けかたがまちがっている。 


1. 送り歯に糸<ずがたまっている。 

2. 押え圧が弱い。 

3. 縫い目が細かすぎる。 _ 


1.をり疆やかまじ，ごみや糸<ずがたまつている。 


なおしち 


針を交換するか正しくつけなおす< 
適切ながや糸を選ぶ。 

フルー 針を使う。 

上糸を正しく掛けなおず。 

押え圧を強める。 


糸調子を適切にする。 

押え圧を適切じする。 

送りダイヤルを適切にセツトずる< 
糸を正しく掛けなおす。 


糸調子を適切じする。 
適切な針や糸を選ぶ。 
糸を正しく掛けな右ず。 


送り歯を掃除ずる。 

巧え狂を強める。 

送りダイヤルを適切じセツトする。 


掃除する。 
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•ミシンの調子が悪いときの直し方 


巧子が巧いとき 

その原因 

なおしち 


1.上糸の掛けかたがまちがっていた y 、 糸がか要じ(タトのとこ 
ろじからみついている。 

上糸を正しく掛けなおす。 


2.上糸調すが強すぎる。 

上糸調子を弱める。 

上糸が巧れる。 

3.封■がまがっていたり，針先がつぶれている。 

針を巧換する。 

4. 針のつけかたがまちがっている。 

正しくつける。 


5.針板の針穴や.巧え，かまなどに傷がついている。 

傷のついている部扉を巧換する。 


6.縫いおわったとき、布を横や手前の方向に引いた。 

向こう側じ引く。 


7. 布に対して針や糸が細すぎるか太ずぎる。 

適切ながや糸を選ぶ。 


1.下糸の通し方が，まちがっている。 

正し < 通しなおす。 

下糸が切れる。 

2.内がまの中に、ごみがたまっている。 

巧がまを掃除ずる。 


3.ボビンに傷があり、回転がなめ6かでない。 

ポビンを交換する。 


1. ft のつけかたがまちがっているか、針がまがっている。 

2. 封•を布じさしたままで，もようグイヤルをまわした。 

針を交換するか正し<つけなおす。 
針を巧より上じあげてからダイヤル 
をまわす。 

がががれる。 

3. 布を無理に引いた。 

4. 布に対して針が細ずぎる。 

日.上糸の掛けかたがまちがっていたり、ミシン操作がまちが 

布を無理に引かない。 

計を交換する。 

正しいやりかたでなおす。 

V ___ 

っている。 

J 


《この 「 s シンの調子巧悪いとき J じ書巧れている方まで直らないときは、お買上げの販売店へご連絡くだちい。 
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使用電圧 

100 V 50/60 H 2 

仕様および外観は改良のためそ吿なく 
変更することがありますのでご了承< 

消費電力 

60 W / ランプ 12 V \/ 

外形寸ま 

幅41 cmX 奥巧1 8 cmX 高さ 30 cm 

重 量 

8.0 Kg (本体） 

使箱針 

家庭用 HAX 1 

縫速度 

毎分800回転 

ださい。 


お客様相談コーナー 

★ジャノメミシンでは全国180の直営ち店で万全のアフターサービスをしておりま 
す。この手びきじ書かれている方まで直らないときは、最寄りのま店へご連絡くだ 
さい。 

★お間い合わせの際は、この手びきをお読みになりながらお電話 < ださると係員も故 
構の原因や箇所がわかつて便利でず。 

★アフクーサービスじついて、ご相談、ご要望がございましたら、本せお客強相談室 
または、下記の代表ま店へ何なりとお申しつけください。- 

本社-お客様相談室 巧03 (3277) 2200 

质 104-8311 東京都中央区京橋 3-1-1 

仙台ち店 泣022に 49) 4161 

面 982-001 1宮城県仙台市太白区長巧 5-3-25 

曹山ち店 好0764 (31)8827 

忠 930-0029 富山県普 111 市本巧 3-25 

池袋ち店 狂03(3%の5266 

面 170-0013 東京都ま島区東ミ也袋 1-28-7 

千葉支店 泣043に 22)5 に1 

面 260-0012 千葉県千葉市中央区本巧 1-5- 14 

をち屋支店 巧052 (733) 5116 

を 466-0027 を巧県をち屋市巧和!区网をが通 1-12-3 

大阪ち店 巧06 (6583) 8031 

雨 552-0002 大阪府大阪市港区市岡元巧 3- 1 -4 

尼崎支店 巧06 (6481) 2193 

面 660-0893 兵庫県尼崎市西攤液巧 4-6-30 

岡山支店 巧086 (222) 8896 

面 700-0814 岡山県岡山市天神巧1 -26 

観音寺支店の0875に 5) 2887 

を 768-0060 香川県観音寺市,歌通り甲1017 -5 

福岡西新まな泣 092(821) 649己 

面81 4-0002 福岡県福岡市旱良区西新 2-6-2 

(株）ジャノメゴヒ海道張売 

I 化幌本店 a 01 1(861)5634 

I 面003 -0027 ホし幌市白石区本通3了目北: 1-21 

※上記の電話番号および住所は、都合により変更ずることがありますのでご了承ください。 















I シ忙け^ニシーソ 


東京都中央区ま橋3叫叫がの目ミシンエ業 ㈱ 


685-800-423 





